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 「国連防災世界会議プレシンポジウム～みんなで

考える 明日の防災～」を来年 1 月 17 日に開催 
 
このたび、アジア防災センター(ADRC)は、内閣府、

国連国際防災戦略(ISDR)事務局、アジア防災会議
2005 実行委員会(兵庫県、UN/OCHA 神戸、ADRC)
との共催により、「国連防災世界会議プレシンポジウ
ム～みんなで考える 明日の防災～」を 2005 年 1 月
17 日の 15:30～17:30、神戸のポートピアホール(神戸
ポートピアホテル内)にて開催します。 
本シンポジウムでは、1 月 18 日から始まる国連防

災世界会議に出席するため来日される国連、関係各国、
国際機関などのトップの方々に、自然災害による被害
を軽減していくために、今後、世界でどのようにして
総合的な防災政策(TDRM)および国際防災協力を進
めていくかについて語っていただきます。 

 
 
参加費は無料で、どなたでも参加できるこのフォー

ラムでは、現在、参加希望者を募集しております。希
望される方は、2005 年 1 月 10 日までに氏名・職業・
住所・電話/FAX 番号を「プレシンポジウム事務局」
宛にメール（symposium@adrc.or.jp）もしくは FAX
（078-262-5546）にてお申し込みください。参加証
は発行しませんのでご了承ください。当日は 14 時 30
分から受付を開始します。みなさまのご参加をお待ち
しています。 

 

 イランのテヘランで地震対策ワークショップを開催、

同時に被災地バムを調査 

 
 テヘランでのワークショップ開催 
当センターは、神戸大学及びイラン政府・管理計画

庁（MPO）、電力・水力技術研究所（PWIT）と共同
で 2004 年 9 月 26～28 の３日間、イランのテヘラン
で地震災害軽減化ワークショップを開催しました。 
ワークショップは、

約 500 名の聴衆が参
加し、日本からは、
内閣府、気象庁、建
築研究所などの国の
行政・研究機関、兵
庫県、兵庫県災害医
療センター、神戸市
水道局、尼崎市消防
局、阪神高速道路公
団などの地方行政・公共機関、テレビ・電話・都市ガ
スなどの民間企業から 14 名の専門家が参加し、阪
神・淡路大震災の経験・教訓を発表しました。アジア
防災センターからは、北本所長が参加し、「日本の地
震応急システムと総合的な防災政策」について基調講
演を行いました。イラン側からは、中央政府、地方政
府、防災関連研究所などから 25 名の専門家がイラン
の状況について発表し、日本、イラン相互の地震時の
危機対応・対策に関する経験・教訓を交流しました。 

 
 バム地震被災地での調査 
ワークショップに引き続いて、石井主任研究員は昨

年の 12 月に大規模な地震により被災したバムを訪問
し、以下の点を調査・確認しました。 
(1) 地震発生後、すでに 9 ヶ月以上経過しているが、

まだ街中には、壊れた建物や多くの瓦礫が残され
ており、復興の遅れが感じられる。 

(2) しかし、そうした中で、仮設住宅が多く立ち並び、
小中学校を主とした学校建設も始まっているなど
ハード面での復旧が進んでいる。 

なお、この件についての詳細は石井(ishii@adrc.or.jp)
までお願いします。 
 
 アジア最新災害情報：フィリピンでの洪水 
 
フィリピン東部では11月下旬の台風の影響により

洪水や鉄砲水が発生、死者は 407 人、被災者数は約
26万人にまで上っています(2004年12月1日付OCHA
レポート)。詳細は www.adrc.or.jp までお願いしま
す。なお、GLIDE 番号は SS-2004-000139-PHL です。 

プログラム内容 
基調講演: 
チャウドリ・カマル・イブネ・ユースフ氏 

(バングラデシュ防災担当大臣) 
緒方貞子氏(独立行政法人国際協力機構理事長) 
 
パネルディスカッション: 
ヤン・エーゲラン氏(国連人道問題担当事務次長)
海老沢勝二氏(ＮＨＫ会長) 
ミシェル・ジャロー氏(世界気象機関事務局長） 
マルク・ニスカラ氏（国際赤十字･赤新月社連盟事

務総長） 
 
コメンテーター: 
伊藤滋氏(アジア防災センター長) 
 
司会: 
宮本隆治氏(ＮＨＫアナウンサー) 


